
1 

 

      

今
年
度
自
治
会
活
動
の
重
点
に
つ
い
て

は
、
総
会
議
案
書
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
割
愛
し
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
、「
明

る
く
、
楽
し
い
自
治
会
に
す
る
に
は
」
と

い
う
こ
と
で
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「自
治
会
活
動
の
問
題
点
」 

 
代
議
員
・
役
員
の
順
番
が
廻
っ
て
き
て

大
変
だ
か
ら
、
あ
る
い
は
、
歳
を
と
っ
た

の
で
役
を
果
た
す
の
が
大
変
だ
か
ら
自
治

会
を
退
会
し
た
い
と
言
う
こ
と
を
度
々
聞

き
ま
す
。 

 

確
か
に
、
か
つ
て
の
自
治
会
に
比
較
し

て
、
活
動
が
広
が
り
、
活
性
化
し
た
が
、

そ
れ
だ
け
運
営
委
員
の
方
の
負
担
が
増
え

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
心
身
と
も
に

余
裕
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
も
っ
と
気
軽
に
参
加
で
き
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

「自
治
会
退
会
者
を
減
ら
せ
な
い
か
」 

 

自
治
会
未
加
入
世
帯
は
集
合
住
宅
や
寮 

住
ま
い
の
方
々
を
含
め
る
と
当
自
治
会
で

も
約
百
世
帯
あ
り
ま
す
。
加
入
者
を
増
や 

す
の
は
、
今
年
度
の
課
題
の
一
つ
で
す
。 

ご
家
族
を
含
め
て
、
健
康
面
や
年
齢
の
面 

     

で
退
会
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い

の
が
実
態
で
す
。 

「自
治
会
活
動
の
負
担
を
減
ら
せ
な
い
か
」 

 

退
会
者
を
抑
え
る
工
夫
の
一
つ
と
し
て

狭
山
台
地
区
連
合
会
の
イ
ベ
ン
ト
、
当
自

治
会
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
と
年

度
で
10
以
上
あ
り
ま
す
。
自
治
会
以
外
の

団
体
か
ら
の
協
力
要
請
も
た
く
さ
ん
き
て

い
ま
す
。 

 

私
の
考
え
で
は
、
こ
れ
以
上
は
増
や
さ

ず
、
必
要
な
も
の
に
絞
り
、
内
容
を
改
善

し
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

 

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
自
治

会
運
営
委
員
だ
け
で
は
負
い
き
れ
ま
せ
ん

の
で
、
今
後
も
、
男
子
会
な
ど
協
力
団
体

の
全
面
的
な
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

「代
議
員
経
験
者
の
声
」 

 
先
日
、
昨
年
度
代
議
員
の
反
省
会
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
一
番
た
い
へ
ん

だ
っ
た
の
は
、
体
育
祭
で
、
残
暑
が
厳
し

く
、
疲
れ
た
と
い
う
意
見
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
年
を
通
し
て
み 

る
と
自
治
会
活
動
は
思
っ
た
よ
り
楽
し
く

で
き
た
。
話
を
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
人

た
ち
と
知
り
合
い
に
な
れ
て
、
充
実
し
た

活
動
が
出
来
た
と
言
う
声
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。 

 

不
安
だ
ら
け
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、

イ
ベ
ン
ト
や
懇
親
会
な
ど
経
て
徐
々
に
委

員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き

て
き
た
よ
う
で
す
。 

 

与
え
ら
れ
た
役
割
を
義
務
的
に
や
る
だ

け
で
は
面
白
さ
を
味
わ
え
な
い
が
、
自
ら

積
極
的
に
か
か
わ
る
と
満
足
感
も
得
ら
れ
、

面
白
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ふ

る
さ
と
祭
り
の
バ
ザ
ー
を
担
当
し
た
人
た

ち
は
い
く
ら
だ
っ
た
ら
売
れ
る
か
、
値
付

け
を
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。 

 

自
治
会
活
動
を
通
じ
て
、
近
所
の
人
と

知
り
合
い
、
お
互
い
が
助
け
合
い
、
自
分

た
ち
の
地
域
を
よ
く
す
る
事
が
で
き
ま
す
。 

「協
力
団
体
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
よ
う
」 

 

自
治
会
と
は
別
に
「
た
す
け
あ
い
」、「
男

子
会
」、「
女
子
会
」
が
活
発
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
毎
回
20
名
を
超
え
る
参
加
者
で
、

ワ
イ
ワ
イ
和
や
か
な
雰
囲
気
で
す
。 

 

私
も
昨
年
か
ら
仲
間
入
り
し
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
も
是
非
、
参
加
し
て
頂
き
、
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

 

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
人
の
輪
が

広
が
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
盛

り
上
げ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。 

狭山台中央自治会 

ふれあい便り 
第１１号 平成３０年６月 

自
治
会
活
動
を
考
え
る 

「
ど
う
せ
や
る
な
ら
明
る
く
、
楽
し
く
や
ろ
う
！
」 

狭
山
台
中
央
自
治
会
会
長 

大 

野 

昭 

雄 
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副
会
長 

 
 
 
 
 
 

浅 

地 

信 

浩 

     
 
 
 
 
 

 

出
身 

埼
玉 

日
高
市 

 
 
 
 
 
 
 

趣
味
は
野
菜
作
り
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

読
書
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

昨
年
は
、
私
の
野 

菜
作
り
に
と
っ
て
多
難
な
年
で
し
た
。 

先
ず
春
は
、
愛
す
る
畑
に
狸
の
屍
（
狸 

寝
入
り
で
は
な
く
）。
そ
し
て
、
夏
は
猪 

に
里
芋
を
食
べ
尽
く
さ
れ
、
秋
は
長
雨 

で
長
ネ
ギ
が
全
滅
。
あ
ら
た
め
て
農
業 

の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

      
 
 
 
 
 
 

出
身 

石
川 

金
沢
市 

 
 
 
 
 
 
 

趣
味
は
音
楽
鑑
賞
、 

 
 
 
 
 
 
 

庭
い
じ
り
、
果
実
酒 

つ
く
り
。 

 

狭
山
台
に
住
ん
で
40
数
年
、
居
心
地

も
よ
く
安
心
し
て
住
め
る
街
だ
と
実
感 

し
て
い
ま
す
。
近
年
の
思
わ
ぬ
自
然
災 

害
を
見
倣
い
、
得
た
教
訓
を
積
重
ね
る

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

      
 
 
 
 
 
 

出
身 

北
海
道  

 
 
 
 
 
 
 

趣
味
は
、
鉄
道
マ
ニ 

 
 
 
 
 
 
 

ア
（
自
称
鉄
ち
ゃ
ん
）、 

 
 
 
 
 
 
 

美
食
、
美
景
。 

 

い
つ
ま
で
も
素
直
に
「
あ
り
が
と
う
」 

と
い
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
。 

     
 
 
 
 
 
 

出
身 

岩
手 

二
戸
市 

 
 
 
 
 
 
 

夏
に
は
「
ひ
め
ホ
タ 

 
 
 
 
 
 
 

ル
」
が
、
山
一
面
に 

 
 
 
 
 
 
 

光
る
自
然
豊
か
な
町
。 

趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
と
美
味
し
い

も
の
を
食
べ
歩
く
こ
と
。
学
生
時
代
に 

習
っ
た
書
道
に
再
度
挑
戦
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

 

10
年
以
上
前
に
努
め
た
代
議
員
以
来
、 

初
め
て
の
役
員
で
す
。
日
中
、
仕
事
を

し
て
い
ま
す
の
で
時
間
的
な
制
約
が
あ

り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き

任
務
を
進
め
て
参
り
ま
す
。 

     
 
 
 
 
 
 

出
身 

新
潟 

新
潟
市 

 
 
 
 
 
 
 

趣
味
は
園
芸
と
俳
句
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

高
齢
で
あ
る
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 

に
甘
え
ず
、
驕
ら
ず 

常
に
初
心
に
か
え
る
。 

     
 
 
 
 
 
 

出
身 

旧
満
州 

新
疆 

 
 
 
 
 
 
 

趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ 

 
 
 
 
 
 
 

プ
レ
ー
と
観
戦
。 

 
 
 
 
 
 
 

「
継
続
は
力
な
り
」 

を
モ
ッ
ト
ー
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
動
を
通
し
て
少
し
で
も
お
役
に
立
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。 

                            

平
成
30
年
度 

自
治
会
役
員
・
代
議
員
・
専
門
部
担
当
紹
介 

会 

計 
 

 
 
 
 
 
 
 

鶴 

巻 

正 

義 

         

南
ブ
ロ
ッ
ク
長 

 
 
 
 
 
 

伊 

東 

貴 

美 

（
防
犯
リ
ー
ダ
ー
） 

3BL(防犯) 
本多  悟   

出身 群馬 水上町 
趣味 マイコン工作 
「継続は力なり」 
微力ながら頑張り
ます。 
 

4BL(福祉) 
西富陽子  

 
出身 埼玉 飯能市 
趣味 音楽鑑賞 
「感謝の気持ちを
忘れない」を信条
にしています。 

1BL(広報） 
岡本歌子  

 
出身 東京 墨田区 
趣味 スポーツ観戦 
(最近は専らＴＶで) 

日々穏やかでありた
い。 

2BL(広報) 
田辺儀子  

 
出身 鹿児島県 
趣味 旅行,折り紙 
やりたいことが見
つかったら先延ば
しにしない。 

会 

長 

 
 
 
 
 
 

大 

野 
昭 

雄 

 

代
議
員
・
専
門
部
員 

会
計
監
査
・
民
生
委
員 

 

北
ブ
ロ
ッ
ク
長 

 
 
 
 
 
 
 

大 

村 
 

勇 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
環
境
リ
ー
ダ
ー
） 

 

相
談
役 

 
 
 
 
 
 
 

山 

葉 
 

裕 
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22BL(防犯） 
北野貞治   

出身 横浜市 
趣味 スポーツ観戦 
 
感謝を忘れない。 

13BL(福祉) 
中溝陽子  

 
出身 山梨県  
趣味 音楽鑑賞 
 
継続は力なり。 

8BL(環境) 
砂田はつ子  

出身 静岡 島田市 
趣味 短歌、太極拳 
 
これまでとこれか
らの輪を大切に。 

20BL(防災) 
野崎美津江 

 
出身 埼玉県 
趣味の園芸と編み物
を楽しんでいます。 
 

9BL(防災) 
篠塚範子  

 
出身 福島県 
趣味 お菓子、パン 
   つくり 
努力は裏切らない 
と信じがんばる事。 

15BL(防災) 
森田希美代 

 
出身 埼玉 加須市 
趣味 ガーディニング 

何事にも感謝の心を 
持つこと。 

16BL(福祉) 
笠原弥寿江 

 
出身 北海道 
趣味  刺し子で花
布巾を作ることが
毎日の楽しみにな
っています。 
 

17BL(防犯) 
初瀬  昇  

 
出身 島根 津和野 
趣味 ギター,ゴルフ 

釣り 
今日の我に明日は
勝つ。 

18BL(福祉) 
横澤田 翠 

 
出身 埼玉 入間市 
趣味 音楽鑑賞 

思いやりをもって
行動する。 

19BL(防犯) 
浅沼正明  

 
出身 三重 松坂市 
趣味 鉄道ファン 

真面目に生きてい
く。 

14BL(環境) 
下平京子  

 
出身 東京 千代田区 
 
よろしくお願いいたし
ます。 

防災担当 
北畑勝司  

 
出身 奈良県 
趣味 鉄道模型 

油絵 
兎に角やってみ
よう。 

会計監査 
山根真奈美 

 
出身 狭山市 
趣味 海外ドラマ 

の観賞 
任されたことは最
後までやりきる。 

会計監査 
川田克己  

 
出身 大阪市 
趣味 天体観測 

 
誠実でありたい 
を信条に。 

広報担当 

佐々木 久 
 
出身 岩手  一関市 
心偏らずいつもひろ
くひろくと思うとも
未だ修行足らず。 

民生委員 
青柳   進  

 
出身 埼玉 所沢市 
福祉に関する相談事
は支援機関と連携し
誠実に接します。 

福祉担当 
田辺赳夫   

出身 江戸川区 
趣味 山登りと
野菜づくり。 
人生を楽しむ。 

 21BL(福祉) 
 吉田恵津子 

 
出身 東京都 
自宅にて母の介護
で家を空ける時間
に制限あり。やりく
り上手に務めます。 

民生委員 

神宮紀勢子 
(しんぐう） 

出身 世界遺産 
熊野古道のある 
三重 熊野市。 
趣味の絵画を楽し
んでいます。 

 
★
前
年
度
代
議
員
の
感
想 

・
代
議
員
を
や
っ
て
み
て
良
か
っ
た
。 

・
自
由
に
発
言
が
で
き
た
。 

・
行
事
は
協
力
的
で
分
担
が
出
来
て
い
た
。 

・
実
際
に
色
々
か
か
わ
っ
て
み
る
と
、
や 

 

り
甲
斐
や
楽
し
み
が
あ
る
。 
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☆
福
祉
担
当 

 

昨
年
度
は
自
治
会
員
・
非
会
員
の

皆
さ
ん
に
地
域
福
祉
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、そ
の
結
果
を
広
報
、回
覧
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
説
明
会
（
ド
キ
ユ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
同
時
開
催
《
し
あ

わ
せ
食
堂
》）
で
お
伝
え
し
ま
し
た
。

説
明
会
に
は
30
名
の
参
加
が
あ
り
、

６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
こ
の
地

域
を
住
み
や
す
く
す
る
に
は
、
ど
ん

な
活
動
が
必
要
で
す
か
？
」
の
テ
ー

マ
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

｢

議
事
録
を
全
戸
配
布
・
健
康
体
操

を
・
近
所
の
ふ
れ
合
い
・
イ
ベ
ン
ト

を
多
く
・
現
在
活
動
中
の
継
続
活
動｣

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
運
動
機
能
改
善
、
認
知

症
予
防
講
座
、
高
齢
者
の
食
事
、
介

護
保
険
、
在
宅
医
療
・
介
護
の
講
座

等
を
計
画
し
ま
す
。 

 

一
番
大
き
な
課
題
で
あ
る
「
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
よ
り
多
く
」
を
目 

標
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 

（
田
辺
赳
夫
） 

   

☆
環
境
担
当 

 

埼
玉
県
宮
代
町
で
は
10
年
前
か
ら

「
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
エ
コ
✩
ス

タ
ー
ズ
」
の
グ
ル
ー
プ
名
で
小
中
高

生
た
ち
に
よ
る
自
主
環
境
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
清
掃
、
ご
み

分
別
、
産
地
産
消
の
調
理
学
習
イ
ベ

ン
ト
、
廃
食
用
油
の
活
用
な
ど
。
こ

れ
ら
の
活
動
に
よ
り
昨
年
環
境
大
臣

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
活
動
は
地
球
環
境
を
考
え
て

の
こ
と
、
実
に
小
さ
な
（
地
域
）
活

動
、
大
き
な
（
地
球
）
目
標
の
取
組

み
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。 

 

話
は
変
り
ま
す
が
、
ネ
ア
ン
デ
ル

タ
ー
ル
人
と
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
人
が

共
存
し
て
い
ま
し
た
が
、
前
者
が
滅

亡
し
、
後
者
が
繁
栄
し
た
と
言
わ
れ

ま
す
。
こ
の
差
は
何
か
と
言
え
ば
ま

さ
に
団
結
力
の
差
に
あ
っ
た
と
。 

 

事
を
始
め
る
に
は
皆
の
結
び
の
輪

と
協
力
が
必
要
で
す
。
是
非
、
皆
の

知
恵
で
き
れ
い
な
街
に
し
た
い
も
の

と
思
い
ま
す
。 

 
 

（
大
村 

勇
） 

☆
防
災
担
当 

 

今
年
度
総
会
で
自
主
防
災
組
織
立

上
げ
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

二
つ
の
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。 

今
年
度
は
初
年
の
た
め
、
組
織
に

加
わ
っ
て
戴
く
方
々
を
一
か
ら
募
ら

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
安
全
安

心
に
一
役
買
っ
て
出
よ
う
と
思
わ
れ

る
方
、
ま
た
高
齢
で
あ
っ
て
も
終
活

健
康
の
一
つ
と
し
て
貢
献
し
て
み
よ

う
と
思
わ
れ
る
方
、
応
募
時
に
は
ど

う
ぞ
積
極
的
に
参
画
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
一
部
の
人
に
任
せ
っ
き
り

で
は
な
く
少
し
で
も
関
わ
っ
て
防
災

と
い
う
荷
物
を
よ
り
多
く
の
方
々
と

分
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。 

 

一
人
ひ
と
り
が
「
い
ざ
の
時
」
に

し
っ
か
り
と
し
た
行
動
が
と
れ
る
よ

う
余
裕
の
あ
る
日
頃
に
十
分
な
準
備

を
し
て
置
く
よ
う
組
織
と
し
て
勉
強

会
等
を
通
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

予
定
で
す
。
こ
の
機
会
に
他
人
ご
と

と
思
わ
ず
に
多
く
の
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 
 

（
北
畑
勝
司
） 

  

☆
防
犯
担
当 

 

第
一
週
の
土
曜
日
の
夜
に
パ
ト
ロ

ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。
Ａ
班
と
Ｂ
班

に
分
か
れ
、
北
BL
、
南
BL
を
周
り

ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
中
は
「
こ
ち
ら

は
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
ア
ポ
ッ
ク
で
す
。

火
の
用
心
」
と
拍
子
木
を
打
っ
て
周

り
ま
す
。
ア
ポ
ッ
ク
（
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
）
と

は
、Area Prevention Of Crime

で
狭
山
台
地
域
防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
略
で
す
。 

最
近
、
防
犯
灯
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
代
り

明
る
く
頻
繁
に
交
換
す
る
こ
と
が
減

っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル

中
に
切
れ
て
い
な
い
か
確
認
は
し
ま

す
が
、
切
れ
て
い
る
の
に
気
づ
か
れ

た
際
に
は
そ
の
電
柱
の
緑
の
プ
レ
―

ト
の
番
号
を
代
議
員
又
は
南
ブ
ロ
ッ

ク
長
ま
で
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
助
か
り

ま
す
。 

地
域
が
犯
罪
な
ど
起
き
な
い
安
心

し
た
住
み
よ
い
街
に
な
る
よ
う
少
し

で
も
お
手
伝
い
出
来
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

 
 
 (

伊
東
貴
美)

 

   

 
 

地
域
の
安
全
・
安
心
を 

 
 

 
 

 

皆
の
工
夫
と
協
力
で
住
み
よ
い
街
に
！ 

 
 

お
年
寄
り
や
子
供
た
ち
を
優
し
く
見
守
り 

 
 

 
 

 

皆
が
元
気
で
明
る
く
住
み
よ
い
街
に
！ 

専門部から 

伊
東
、
本
多
、
北
野 

初
瀬
、
浅
沼 

田
辺
、
西
富
、
中
溝 

笠
原
、
古
田 

大
村
、
砂
田
、
下
平 

北
畑
、
篠
塚
、
森
田 

横
澤
田
、
野
崎 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1525841613/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9henVraWNoaS5uZXQvc2Vhc29uL2ltZy9tb250aC9taWRvcmkwMDcuanBn/RS=^ADBhsAwjk4mZLZMwDnAai_OGEhqZH0-;_ylt=A2RCL6tMLfFagkYAfCmU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1525841613/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2ltYWdlbmF2aS5qcC9kb3dubG9hZC9yZXNvdXJjZS9wcmV2aWV3LmFzcD9pZD0xOTI2MTMzMSZzaXplPTcwMA--/RS=^ADBv5d7yO.2zQERKWt_5dBVMu.p0bA-;_ylt=A2RCL6tMLfFagkYAhimU3uV7
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薫
風
さ
わ
や
か
な
５
月
21
日
広
瀬
地

区
史
跡
・
文
化
財
巡
り
を
総
勢
14
名
と

さ
や
ま
市
民
大
学
同
窓
会
歴
史
ク
ラ
ブ

の
ガ
イ
ド
５
名
で
散
策
を
し
た
。 

 

日
生
団
地
前
の
広
場
で
朝
礼
と
柔
軟

体
操
を
し
て
か
ら
散
策
を
開
始
。 

+

コ
ー
ス
は
今
宿
遺
跡→

影
隠
し
地

蔵→

《
広
瀬
公
民
館
・
斜
子
織
展
示
室

で
ガ
イ
ド
説
明
を
受
け
る
》→

信
立
寺

→

清
水
崇
徳
の
墓→

富
士
浅
間
神
社→

禅
龍
寺→

広
瀬
神
社
と
約
３
時
間
の
史

跡
文
化
財
巡
り
を
楽
し
ん
だ
。 

な
か
で
も
強
く
印
象
深
い
の
は
、 

①
広
瀬
神
社
で
あ
る
。
広
瀬
神
社
境
内

に
あ
る
大
ケ
ヤ
キ
は
、
高
さ
32
ｍ
、
幹

回
り
６
・
３
ｍ
あ
り
樹
齢
８
０
０
年
と
い

わ
れ
る
神
木
で
あ
る
。
県
内
で
も
樹
齢

８
０
０
年
を
超
え
る
も
の
は
珍
し
く
、

樹
形
も
見
事
な
稀
に
み
る
巨
木
で
あ
り
、

こ
の
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。 

     

         

②
斜
子
織
の
碑
―
斜
子
織
は
18
世
紀

初
頭
か
ら
広
瀬
地
区
を
中
心
に
生
産
さ

れ
て
き
た
絹
織
物
で
、
世
界
博
覧
会
で

名
誉
賞
を
受
賞
し
た
ほ
ど
の
織
物
で
あ

る
。
県
令
（
今
の
県
知
事
）
の
白
根
多

助
が
当
地
来
訪
の
際
、
広
瀬
と
斜
子
織

を
称
え
る
歌
を
詠
み
ま
し
た
が
、
こ
れ

に
感
激
し
た
斜
子
織
の
業
者
が
、
一
層

の
品
質
改
良
を
図
る
こ
と
と
、
斜
子
織

の
始
ま
り
は
広
瀬
の
地
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
る
た
め
に
明
治
24
（
１
８
９
１
）

年
４
月
に
こ
の
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
全

高
は
２
２
３
㎝
，
幅
２
３
４
㎝
と
い
う

大
型
の
石
碑
で
あ
る
。
碑
の
正
面
に
は

県
令
の
歌
、
裏
面
に
は
斜
子
織
の
由
来

が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

斜
子
お
り
浪
の
あ
や
な
る
を 

た
れ
川
越
の
名
に
流
し
け
む 

（
３
BL 

戸
坂
光
延
記
） 

歳の瀬風景 ＜年末大掃除・お汁粉会＞ 

第
６
回
「狭
山
の
歴
史
を
知
る
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

散
策
の
会 

― 

広
瀬
地
区
史
跡
・
文
化
財
巡
り 

― 

          

本年度定期総会風景  

新会長 大野昭雄氏就任挨拶 

平成３０年度 

狭山台中央自治会定期総会 

平成３０年４月１５日 

狭山台公民館 

提示された諸議案は其々

賛成多数で可決成立。 

道路、公園と欅の落葉が多

い掃除ながら親子ともどもの 

家族風景は嬉しいの一言。 

掃除の後の疲れに 

お汁粉の味は美味。 

会話も余計に弾む。 

家内安全、健康祈願 

広瀬神社拝殿前の元気な皆さ

 

広瀬神社 

ご神木の大ケヤキ 
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加
齢
に
よ
り
、
筋
肉 

量
は
減
少
し
、
筋
力
が 

低
下
し
て
き
ま
す
。
足 

腰
の
筋
力
の
低
下
に
よ

り
、
歩
く
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
り
、
階

段
を
上
が
る
よ
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利

用
し
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
病
気
や
ケ
ガ
で
安
静
な
生
活
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
で
も
、
筋
肉
量
は
減
少

し
ま
す
。
筋
力
を
衰
え
な
い
た
め
に
は
、

テ
レ
ビ
体
操
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ク

ワ
ッ
ト
な
ど
、
個
人
に
合
っ
た
運
動
方

法
を
見
つ
け
、
毎
日
続
け
る
こ
と
で
、

筋
肉
量
は
増
加
し
筋
力
を
回
復
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

足
腰
以
外
に
、
喉
（
の
ど
）
や
舌
の
筋

力
低
下
は
、
肺
炎
と
関
連
し
ま
す
。 

食
物
や
唾
液
が
口
腔
か
ら
喉
へ
流
れ

る
と
、
自
然
に
ゴ
ク
ン
と
飲
み
込
み
を

行
い
、
食
物
と
唾
液
は
食
道
に
運
ば
れ

ま
す
。
こ
の
動
作
を
、
嚥
下
（
え
ん
げ
）

と
い
い
ま
す
。
嚥
下
し
て
い
る
間
は
、

鼻
と
喉
、
気
道
と
喉
の
そ
れ
ぞ
れ
の
通

用
口
は
遮
断
さ
れ
た
状
態
に
な
り
ま
す
。

そ
の
際
、
舌
と
喉
の
筋
力
は
重
要
な
役

目
を
果
し
て
い
る
の
で
す
。
喉
の
動
き

を
知
る
に
は
、
く
び
の
真
ん
中
に
指
を

触
れ
て
、
ゴ
ク
ン
と
嚥
下
を
し
て
み
て

下
さ
い
。
の
ど
仏
の
部
分
（
喉
頭
）
が

ま
ず
上
に
移
動
し
、
唾
液
な
ど
が
通
過

す
る
と
下
が
り
ま
す
。
の
ど
仏
が
上
に

移
動
し
た
時
は
、
喉
と
気
道
は
完
全
に

遮
断
さ
れ
て
お
り
、
呼
吸
す
る
こ
と
は

で
き
な
く
、
食
物
や
唾
液
を
気
道
に
入

れ
さ
せ
な
い
体
の
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

喉
や
舌
の
筋
力
が
低
下
す
る
と
、
飲

み
込
む
力
が
低
下
し
、
の
ど
に
唾
液
な 

        

ど
が
溜
ま
っ
た
状
態
に
な
り
ま
す
。
唾

液
に
は
口
腔
内
の
細
菌
が
多
数
増
殖
し 

て
い
ま
す
。
飲
み
込
む
力
が
弱
い
と
嚥 

下
の
際
に
誤
っ
て
唾
液
が
気
道
に
入
っ

て
し
ま
い
、
こ
れ
を
誤
嚥
（
ご
え
ん
）
と

い
い
ま
す
が
、
こ
の
誤
嚥
に
よ
っ
て
、

細
菌
を
含
ん
だ
唾
液
が
気
道
に
吸
い
込

ま
れ
、
肺
炎
（
誤
嚥
性
肺
炎
）
が
発
症

し
や
す
く
な
る
の
で
す
。
肺
炎
の
危
険

性
は
、
高
齢
者
の
死
因
の
第
３
番
目
で 

あ
り
、
高
齢
に
な
る
に
従
っ
て
増
加
し

て
い
ま
す
。 

飲
み
込
む
力
が
低
下
し
た
サ
イ
ン
は
、

「
痰
が
の
ど
に
た
ま
り
や
す
い
」、「
食

事
中
や
食
後
に
む
せ
て
し
ま
う
」、「
寝

て
い
る
時
に
よ
く
せ
き
を
す
る
」、「
せ

き
払
い
が
増
え
た
」
な
ど
、
こ
れ
ら
の

い
く
つ
か
の
サ
イ
ン
が
あ
る
場
合
、
飲

む
込
み
力
が
低
下
し
誤
嚥
を
引
き
し
や

す
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

で
は
、
低
下
し
た
飲
み
込
む
力
を
ア

ッ
プ
さ
せ
る
訓
練
と
し
て
は
、
嚥
下
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
、
今
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
水
や
唾
液
の
飲
み
込
み 

を
数
回
行
っ
て
み
て
下
さ
い
。
嚥
下
動

作
で
の
ど
仏
を
上
に
10
秒
く
ら
い
移
動

さ
せ
た
ま
ま
10
秒
く
ら
い
保
持
す
る
こ

と
で
、
飲
み
込
む
力
が
ア
ッ
プ
で
き
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
、
飲

み
込
む
力
が
低
下
し
た
サ
イ
ン
を
意
識

し
た
場
合
に
は
、
何
回
も
飲
み
込
む
動

作
を
行
な
っ
て
、
確
か
め
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

次
に
、
肺
炎
の
予
防
と
し
て
は
、
口

腔
内
に
ひ
そ
む
細
菌
を
減
ら
す
こ
と
で

す
。
口
腔
内
は
細
菌
が
７
０
０
種
以
上

生
息
し
て
お
り
、
歯
の
み
な
ら
ず
、
義

歯
の
表
面
、
舌
や
咽
頭
の
入
り
口
に
も
、

細
菌
は
潜
ん
で
い
ま
す
。
細
菌
が
も
っ

と
も
多
く
繁
殖
す
る
時
間
帯
は
、
寝
る

前
と
、
目
覚
め
た
早
朝
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
時
間
に
歯
磨
き
や
う
が
い
を
実
施

す
れ
ば
、
細
菌
を
減
ら
す
の
に
効
果
的

で
す
。
日
頃
、
歯
科
医
に
口
腔
内
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
と
い
い
で
す
ね
。 

更
に
、
肺
炎
の
原
因
菌
の
20
％
は
肺

炎
球
菌
と
い
わ
れ
、
市
町
村
の
援
助
で
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
受

け
る
こ
と
で
、
肺
炎
の
予
防
に
繋
が
り

ま
す
。 

飲
み
込
み
力
の
ア
ッ
プ
、
寝
る
前
と

早
朝
の
歯
磨
き
と
う
が
い
、
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
予

防
と
し
て
期
待
で
き
ま
す
。 

（
完
） 

❊ 

 

栗
本
義
直
先
生
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

  

出
身
地 

愛
知
県 

 
 

履 

歴 

 
 

 

東
京
医
科
大
学
医
学
部
卒
業 

 
 

 

国
立
病
院
医
療
セ
ン
タ
ー
内
科
勤
務 

 
 

 

佼
成
病
院
心
臓
科
勤
務 

 
 

 

石
心
会
狭
山
病
院
勤
務 

 
 

 

石
心
会
昭
島
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
就
任 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

(

平
成
２
年) 

  

認
定
資
格 

 
 

 

日
本
透
析
治
療
法
学
会
認
定
医 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

  
 
 
 

 

 
 

高
齢
者
の
た
め
の 

 
 

  

肺
炎
の
予
防 

 
   

医
療
法
人
社
団
新
東
京
石
心
会 

 
 

 
  

 

昭
島
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長 

 
 
 
 

    
 

栗 

本 

義 

直 
 
 
 
 
 

   
 

  
（
22
ブ
ロ
ッ
ク
） 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1528191268/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuc296YWlsYWIuanAvZGJfaW1nL3NvemFpLzE2ODkvZjc3Y2IzZDA5NmRhMTk4ZjcwMTVlZGRiNzQ1YmVlNTEucG5n/RS=^ADBSPFaMmPh8knI8OiTJJvM7.kv_Yo-;_ylt=A2RimV2jBxVblA0AJxSU3uV7
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亡
き
夫
の
こ
と 

（
編
集
人
で
広
島
人
） 

  
 
 
 
 
 
 

田 

中 

洋 

子  
 
 
 
 
 
 
 
 

（
22
ブ
ロ
ッ
ク
） 

  

私
達
は
昭
和
39
年
、
新
幹
線
の
東

京
～
大
阪
間
が
開
通
し
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
た
10
月
に
結
婚

し
ま
し
た
。
―
― 

歳
月
は
流
れ
、

平
成
26
年
10
月
に
娘
、
息
子
達
家

族
と
共
に
さ
さ
や
か
に
「
金
婚
式
」

の
会
食
を
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
も

う
病
気
の
根
治
は
難
し
い
と
知
ら
さ

れ
て
い
て
、
通
院
治
療
し
て
い
る
状

況
で
し
た
か
ら
…
。
そ
れ
か
ら
一
年

も
経
た
ず
翌
年
５
月
に
、
夫
は
亡
く

な
り
ま
し
た
。
注
意
不
足
の
私
で
ご

め
ん
な
さ
い
、
と
暫
く
は
後
悔
の
念

が
心
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

夫
、
忠
宏
は
編
集
者
と
し
て
「
婦

人
倶
楽
部
」
に
連
載
小
説
を
執
筆
の

当
時
流
行
作
家
、
水
上
勉
氏
の
原
稿

受
取
り
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
水

上
邸
に
は
夜
中
で
も
、
数
社
の
編
集

者
が
原
稿
待
ち
を
し
て
い
た
時
が
あ

っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

同
じ
こ
ろ
、
直
属
の
上
司
宅
に
伺

っ
た
時
の
こ
と
、
部
屋
に
入
る
と
、

入
口
以
外
の
三
壁
面
に
天
井
近
く
に

ま
で
本
が
積
み
上
げ
て
あ
り「
あ
っ
」

と
声
が
出
そ
う
で
し
た
。
編
集
者
と

は
こ
ん
な
に
も
本
を
読
む
も
の
な
の

か
と
、
そ
れ
に
驚
き
ま
し
た
。
結
婚

直
後
の
新
鮮
な
思
い
出
で
す
。 

 

昭
和
20
年
８
月
６
日
、
広
島
で
夫

は
被
爆
し
ま
し
た
。
比
治
山
と
い
う

低
い
山
の
後
ろ
に
家
が
あ
り
、
幸
い

に
も
光
線
を
浴
び
な
か
っ
た
の
で
す
。

母
親
に
背
負
わ
れ
て
遠
く
の
ぶ
ど
う

畑
に
逃
げ
て
夜
を
明
か
し
た
と
の
こ

と
。
で
も
、
原
爆
の
話
を
し
た
の
は

近
年
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。
そ
ん

な
中
で
の
希
望
、
楽
し
み
が
「
広
島

カ
ー
プ
」
な
の
で
し
た
。
貧
乏
な
市

民
球
団
で
、
球
場
入
口
に
置
か
れ
た

樽
に
小
遣
い
を
募
金
し
た
の
だ
と
。

永
い
間
フ
ァ
ン
で
あ
り
続
け
て
「
赤

ヘ
ル
」
に
な
っ
て
初
優
勝
し
た
昭
和

50
年
の
時
は
喜
ん
で
、
美
味
し
い
と

評
判
の
近
く
の
店
の
大
福
を
買
っ
て

き
て
、
編
集
部
の
皆
さ
ん
に
配
っ
た

そ
う
で
す
。 

 

待
ち
望
ん
で
い
た
優
勝
を
平
成
28

年
に
見
ら
れ
ず
残
念
で
し
た
。 

「
た
か
が
野
球
！
さ
れ
ど
野
球
！
」 

今
は
息
子
が
立
派
に
跡
継
ぎ
を
果
た

し
て
い
ま
す
。 

 

亡
き
後
３
年
で
す
が
、
な
が
―
い
旅

に
行
っ
て
い
る
気
が
し
て
い
ま
す
。
部

屋
ご
と
の
写
真
に
「
お
は
よ
う
！ 

お

や
す
み
」
と
言
っ
て
窓
の
開
け
閉
め
を

し
て
い
る
毎
日
で
す
。 

 

❄ 
 

❄ 
 

❄ 

          

   
 

 
  

く
ぬ
ぎ 

日
々
通
る
檪
の
多
き
公
園
の 

若
葉
香
り
て
木
漏
れ
日
の
差
す 

雲
去
り
て
円
な
る
月
輝
き
ぬ 

 
 

光
は
寄
せ
る
浜
辺
の
波
に 

  

富 

岡
ヨ
シ
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
20
ブ
ロ
ッ
ク
） 

  
 

 
 

 
 

 

さ
ん
し
ゅ
ゆ 

玄
関
に
飾
る
山
茱
萸
花
ひ
ら
き 

 
 

そ
の
黄
の
色
に
明
る
く
な
り
ぬ 

い
つ
も
よ
り
こ
の
夜
を
一
人
過
ご
さ
む
と 

届
き
し
便
り
読
み
返
し
居
り 

大 

島 

元 

子 
 
 
 
 
 
 
 (

15
ブ
ロ
ッ
ク) 

   

声
高
く
網
戸
修
理
の
梅
雨
入
か
な 

猫
も
ゐ
る
井
戸
端
会
議
額
の
花 

濁
り
鮒
水
面
波
立
つ
在
り
処 

舟
宿
の
文
字
太
ぶ
と
と
五
月
雨 

九
段
坂
弓
押
し
立
て
る
薄
暑
か
な 

秋 

津 
 

 

結 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
８
ブ
ロ
ッ
ク
） 

「せ
ん
た
ぁ
サ
ロ
ン
」 

 
私
の
趣
味 

私
の
生
き
が
い 

私
の
ふ
る
さ
と 

 

― 

短 

歌 

― 

  

― 

俳 

句 

― 

 

註  

田
中
忠
宏
氏
は
当
広
報
「
ふ
れ 

 
 

あ
い
便
り
」
初
代
編
集
責
任
者
。 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1528445967/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL211dHUxNTEuY29jb2xvZy1uaWZ0eS5jb20vcGhvdG9zL3VuY2F0ZWdvcml6ZWQvMjAxNC8xMS8wNS94bWFzbGluZTJfMy5qcGc-/RS=^ADB91Q4QVAF0PAY9w8fuQXqkT0BE3w-;_ylt=A2RCL5OO6hhbpEIADECU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1528445967/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL211dHUxNTEuY29jb2xvZy1uaWZ0eS5jb20vcGhvdG9zL3VuY2F0ZWdvcml6ZWQvMjAxNC8xMS8wNS94bWFzbGluZTJfMy5qcGc-/RS=^ADB91Q4QVAF0PAY9w8fuQXqkT0BE3w-;_ylt=A2RCL5OO6hhbpEIADECU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1527995428/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=--/RS=^ADBAouHg_wx9yV6drNAxkUOlHumRFg-;_ylt=A2RinFWkChJbSGoA2hGU3uV7
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◇
会
員
の
入
会
・退
会 

《
入
会
》 

4
月 

21

BL 

伊 

藤 

貴 

子 

様 

〃 

16

BL 

佐 

藤 

民 

子 

様 

〃 

17

BL 

望 

月 

真 

一 

様 

〃 

17

BL 

岡 

部 

竜
太
郎
様 

〃 

1

BL 

宮 

寺 

豊 

彦 

様 

《
退
会
》 

 

2
月 

19

BL 

吉 

川 

静 

枝 

様 

 
3
月 

19

BL 

上 

林 

由 

美 

様 

 
 

〃 
 

19

BL 

篠    

正 

子 

様 

 
 

〃 
 

8

BL 

長 

岡 

弘 

子 

様 

*   *   * 

◆
物
故
会
員
（
含
む
ご
家
族
） 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
心
よ
り 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

12
月 

 

１
BL 

岡 

本 

忠 

資 

様
（
享
年
81
歳
） 

2
月 

 

18

BL 

藤 

本 

幸 

子 

様
（
享
年
86
歳
） 

 

１
BL 

神 

保    

勝 

様
（
享
年
88
歳
） 

4
月 

 

18

BL 

相 

澤 

孝 

義 

様(

享
年
42
歳
） 

⌘
 

  

                         

【
編
集
後
記
】 

 

梅
雨
と
聞
く
と
何
と
な
く
気
持
が
滅
入

り
ま
す
。
い
ま
緑
葉
が
一
番
美
し
く
精
い

っ
ぱ
い
輝
き
を
放
つ
素
敵
な
時
季
で
す
。

ま
た
、
原
始
の
蘇
生
を
憶
え
ま
す
。 

 

自
治
会
執
行
部
も
一
新
し
、「
ど
う
せ
や

る
な
ら
明
る
く
、
楽
し
く
」
と
力
強
く
宣

言
を
さ
れ
ま
し
た
。「
い
や
、
い
い
ね
ェ
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。 

 

緩
や
か
で
あ
っ
て
も
変
わ
る
こ
と
は
い

い
こ
と
で
す
。
そ
こ
に
は
新
し
い
何
か
が

生
ま
れ
成
長
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
す
。 

 

当
「
ふ
れ
あ
い
便
り
」
も
牛
の
歩
み
な

が
ら
、
誰
か
の
心
の
片
隅
で
「
あ
っ
」
と

つ
ぶ
や
か
せ
る
「
変
化
」
が
生
み
出
せ
た

な
ら
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
夏
も
熱
暑
が
思
い
や
ら
れ
る
予
感
が

し
ま
す
。
近
年
の
天
候
不
順
に
は
、
な
ぜ

か
古
来
日
本
の
文
化
を
醸
す
四
季
の
移
ろ

い
が
懐
か
し
い
思
い
で
す
。 

（
編
集
子
） 

自
治
会
行
事
予
定 

＊
4

月
15
日 

本
年
度
総
会 

＊
7

月
21
日 

狭
山
台
ふ
る
さ
と
祭
り 

＊
8

月
25
日 
狭
山
市
防
災
訓
練 

＊
9

月
16
日 

当
自
治
会
敬
老
会 

＊
10
月
7

日 

地
区
体
育
祭 

＊
11
月
11
日 

ふ
れ
あ
い
音
楽
祭 

＊
12
月
9

日 

年
末
大
掃
除 

 
 

行
事
に
は
全
員
参
加
し
ま
し
ょ
う
！ 

協
力
団
体
行
事 

「
た
す
け
あ
い
」
行
事 

＊
た
す
け
あ
い
は
年
中
無
休 

利
用
は
常
時
受
け
付
け 

＊
「
サ
ロ
ン
な
ご
み
」
は
毎
月
２
回
開
催 

 
 

 

時
々
小
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
あ
り
。 

◇ 

男
子
会
（
三
火
会
）
行
事 

＊
偶
数
月
第
３
火
曜
日
定
例
会 

＊
そ
の
他
行
事
は
決
定
次
第
自
治
会
回
覧 

に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

◇ 

女
子
会
（
ひ
ま
わ
り
）
行
事 

＊
毎
月
１
回
定
例
会 

狭
山
台
中
央
自
治
会 

「
ふ
れ
あ
い
便
り
」
第
11
号 

発 

行 

平
成
30
年
６
月
15
日 

発
行
責
任
者 

  

大 

野 

昭 

雄 

編
集
責
任
者 

  

佐
々
木   

久 

編 

集 

委 

員 
 

浅 

地 

信 

浩 
 
 
 
 
 
 
 

岡 

本 

歌 

子 
 
 
 
 
 
 
 

田 

辺 

儀 

子 

〈
編
集
委
員
か
ら
〉 

▼
伊
豆
七
島
の
八
丈
島
は
関
ヶ
原
の
戦
い 

で
敗
れ
た
西
軍
の
将
宇
喜
多
秀
家
が
流
刑

と
な
り
、
没
す
る
ま
で
の
50
数
年
生
き
長

ら
え
た
島
で
有
名
で
す
。 

 

島
に
自
生
す
る
明
日
葉
（
あ
し
た
ば
）
は 

セ
リ
科
の
多
年
草
で
、
食
物
繊
維
、
カ
ロ
チ 

ン
な
ど
が
多
く
、
血
圧
、
便
秘
等
に
効
用
が 

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
丈
島
で
の
生 

活
体
験
か
ら
今
も
毎
朝
、
明
日
葉
の
青
汁 

を
牛
乳
に
混
ぜ
飲
ん
で
い
ま
す
。
お
蔭
様 

で
毎
朝
の
仕
事
も
順
調
で
す
。（
浅
地
） 

▼
〝
広
報
〟
に
自
分
の
名
前
を
見
た
と
き 

は
「
え
っ
？
」
と
驚
い
た
。
読
み
書
き
の 

不
得
手
な
私
に
で
き
る
は
ず
が
な
い
…
。 

途
方
に
暮
れ
て
い
た
ら
、
ふ
と
こ
ん
な 

言
葉
が
浮
か
ん
だ
。「
す
べ
て
の
出
来
事
は
、

一
番
い
い
こ
と
の
為
に
起
こ
る
」。
こ
れ
は 

い
つ
も
心
の
支
え
に
し
て
い
る
言
葉
だ
。 

 

一
年
後
に
は
違
う
自
分
を
発
見
で
き
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。（
岡
本
）  

▼
今
、
ハ
マ
っ
て
い
る
の
が
折
り
紙
で
す
。 

楽
し
い
！
と
思
い
折
り
始
め
て
五
年
強
。 

 
夫
が
寝
た
後
の
リ
ビ
ン
グ
で
折
り
紙
を

楽
し
む
の
が
、
私
の
至
福
の
時
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
何
か
を
見
つ
け
た
ら
ト
ラ
イ

し
、
大
い
に
楽
し
も
う
！ 

 

広
報
担
当
も
楽
し
み
な
が
ら
や
ら
せ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。(

田
辺) 

― 

会 

員 

動 

態 

― 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1528708718/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy50ZW1wbGF0ZWJhbmsuY29tL2ltYWdlcy9jcmVhdG9ycy9wcmV2aWV3LzA3M18wMDE0X0wuanBn/RS=^ADBA5dNusXDpz1uYDCFDV_m8Z_TGpM-;_ylt=A2RiomLt7BxbhBkAygEdOfx7

